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「小野郷学」の額の掲げられていた戦災焼失以前の本主主

戦災焼失以前の庫裡
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禅
師
は
第
五
十

一
一
代
嵯
峨
天
皇
の
第
十
二
皇
子
河
原
院
(
源
融
)
の
後
胤
で
尾
州
中
島
郡
中
島
村
(
愛
知
県

一
ノ
富
市
萩
原
町
中
島
)
に
あ
っ

た
中
島
城
主
中
島
蔵
人
の
子
で
あ
る
。

延
剛
直
三
年
生
ま
れ。
議
は
宗
興
、
{
子
は
滅
宗
と
号
し
た
。

禅
師
は
中
烏
郡
矢
合
村
に
あ
っ
た
円
光
寺
で
薙
髪
し
拍
庵
宗
意
に
師
事
し
、
柏
庵
が
鎌
倉
建
長
寺
天
源
庵
に
住
す
る
と
大
腿
国
師
を
慕
っ
て
そ

の
門
に
入
る
。
業
成
っ
て
中
烏
郡
に
帰
り
父
党
阿
、
母
勝
観
の
恩
に
報
い
る
た
め
妙
興
報
恩
禅
寺
を
創
建
さ
れ
た

。

そ
の
工
事
は
貞
和
四
年
(
一

三
四
八
)
禅
師
四
十

一
才
の
時
よ
り
着
工
さ
れ
、
完
成
は
十
八
年
後
の
貞
治
四
年

二
三

六
五
)
で
あ
る
。

そ
の
後
再
び
関
東
を
行
脚
し
て
建
立

し
た
と
い
わ
れ
る
八
抑
制
の
う
ち
の

一
つ
が
当
山
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
禅
師
は
尾
張
駿
河

・

近
江
に
接
待
院
を
開
き
、
ま
た
熱
田
神
宮
の
塀
を

修
復
し
、
尾
張
国
分
寺
堂
(
永
和
元
年
)
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る

。

禅
師
は
慰
安
五
年

二
三

七
二
)
京
都
東
掲
寺
の
首
座
と
な
り
、
つ
い
で
飽
矧
寺
住
持
と
し
て
大
態
録
を
刊
行
し
て
い
る

。

晩
年
は
妙
興
寺
末

の
矢
合
村
に
あ
る
円
光
寺
を
愛
し
て
港
所
も
生
前
か
ら
こ
の
地
と
定
め
て
天
瑞
答
を
作
っ
て
い
る
。

い
ま
円
光
寺
の
本
掌
左
側
に
あ
る
土
直
上
の

宝
箆
印
塔
が
禅
師
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
禅
師
の
創
建
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
国
分
に
あ

る
龍
峰
寺
お
よ
び
同
寺
に
併
合
さ
れ
た
清
水
寺
、
愛
知
県
稲
沢
市
子
生
和
町
の
慈
眼
寺
な
ど
で
あ
る

。
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師
は
永
徳

二
年

二
一了
八
二
)
七
月
十

一
日
天
祥
庵
で
示
寂
。
七
十

三
才
。

国
光
大
照
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号
は
第
一
O

一
代
総
光
天
皇
脹
永

一7
十
三
年

二

四
二
六
)
の
勅
訟
で
あ
る

。

昭
和
四
十
年
刊
「
妙
興
寺
誌
」
に
は
禅
師
の
出
自
に
つ
い
て
次
の
如
く
し
る
さ
れ
て
い
る

。

(
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文
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す
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ち
嵯
峨
天
皇
第
十
二
皇
子
河

原
院

(左
大
臣
源
融

)
の
末
荷
の
峰
峨
源
氏
に
属
す
る
人
と
さ
れ
る

。

こ
の
嵯
峨
源
氏
の
末
流
が
何
時
の
頃
か
お
そ
ら
く

平
安
末
期
こ
ろ
ま
で
に

尾
張
国
中
鳥
郡
に
土
着
し
、
地
名
を
と
っ
て
中
島
氏
を
絡
す
る
よ
う
に
伝
っ
た
ら
し
い

。

古
誌
類
に
よ
れ
ば
源
融
十
三
代
目
の
子
孫
が
は
じ
め
て

左
衛
門
尉
宣
長
と
し
て
尾
張
中
島
村
を
領
知
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
確
実
な
考
献
は
で
き
な
い

。

宣
長
は
承
久
の
乱
に
朝
廷
方
と
な
っ
た
の
で
鎌

倉
幕
府
に
所
領
を
没
収
さ
れ
た
が
愁
訴

の
結
果
、
延
膝
元
年

二
二
竺

九
年
)
九
月
に
屋
敷
臼
畑
を
返
し
て
鈍
っ
た
こ
と
が
「
点
鑑
」
に
見
え
る

。

こ
の
宣
長
の
子
孫
は
歴
代
「
厳
人
」
と
号
し
て
い
た
の
で
、
禅
師
の
父
蔵
人
が
宣
長
か
ら
何
代
目
の
蔵
人
に
あ
た
る
か
は
不
明
で
あ
る

。

禅
師
の

生
年
延
俊
三
年
か
ら
比
定
し
て
お
そ
ら
く
東
鑑
所
載
の
立
長
の
孫
に
あ
た
る
人
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
」
と
あ
り

、

禅
師
の
父
母
の
墓
と
し
て
「
張
洲
雑
念
」
に
は

開
山
勅
誼
園
光
大
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師
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宗
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興
大
和
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一
奇
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塔
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五
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日

十
梅
院
殿
慈
海
勝
観
大
姉
石
搭
暦
膝
元
年

三
月
二
十
九
日

と
あ
っ
て
、
母
勝
観
は
禅
師
が
妙
興
寺
建
築
に
着
手
し
た
貞
和
田
年
よ
り
十
年
前
に
、

父
覚
阿
は
鐙
築
落
由
民
の
翌
年
に
奴
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る

な
お
中
鳥
氏
は
戦
国
時
代
の
中
頃

、

新
た
に
勢
威
を
も
ち
は
じ
め
た
斯
波
氏
、
織
田
氏
な
ど
か
ら
、
そ
の
所
領
を
押
領
さ
れ
て
次
第
に
残
落
の

運
命
を
辿
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
詳
し
い
こ
と
は
分
ら
な
い

。

そ
の
う
ち
今
日
で
は
東
京
都
中
央
区
日
本
縮
、
茨
城
県
行
方
郡
玉
造
町
、
愛

知
県
尾
西
市
富
田
、
大
阪
府
枚
方
市
岡
新
町
な
ど
に
後
商
と
剖
刑
す
る
中
烏
氏
が
い
ら
れ
る
こ
と
が
「
妙
興
寺
誌
し
に
記
さ
れ
て
い
る

。

(
参
考
、
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沢
市
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)
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縁
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一 2
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L
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政
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刊
)
第

三
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に
は
次
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如
く
記
さ
れ
て
い
る

。

村
の
西
に
あ
り
。

小
野
山
と
号
す

。

臨
済
宗
芝
崎
村
並
日
済
寺
の
末
寺
な
り。

寺
領
七
石
の
御
朱
印
を
賜
へ
り
。

閉
山
宗
興
、
永
徳
二
年
七
月
十

一
日
寂
す
。

回
光
大
照
禅
師
と
勅
話
せ
り

。

開
基
を
覚
翁
等
公
と
号
す
。

寺
僧
の
伝
に
等
公
は
仙
術
を
得
し
奇
特
の
人
な
り

。

境
内
西
の
方
涌
出

す
る
水
は
か
の
旧
跡
な
る
を
も
っ
て
仙
水
と
名
づ
く
な
り
と
一
言
へ
り

。

然
れ
ど
も
さ
せ
る
語
跡
も
あ
ら
，
さ
れ
ば
お
ぼ
つ
か
な
し

。

(
以
下
略
)
と

あ
る
。ま

た
「
武
蔵
名
所
図
会
」
に
は
当
山
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る

。

「
小
名
万
松
寺
谷
戸
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
。

(
中
略
)
こ
の
寺
の

境
内
西
の
方
に
清
水
の
湧
出
す
る
小
流
あ
り

。

名
付
け
て
仙
人
水
と
云
ふ

。

般
ず
る
に
こ
こ
に
て
仙
人
と
号
し
け
る
の
は
西
行
の
「
選
集
抄
L

弁

に
「
西
行
物
語
」
に
も
載
せ
た
る
武
蔵
野
に
仙
人
住
み
け
る
か
と
言
ひ
し
人
な
る
べ
し

。

西
行
は
鎌
倉
よ
り
武
蔵
野
に
出
て
奥
州
に
創
か
ん
と
て

野
辺
に
至
る
に
道
よ
り
五

・

六
町
も
脇
へ
入
り
て
読
経
の
声
を
聞
い
て
尋
ね
け
る
に
年
齢
九
十
有
余
の
入
、
法
華
経
を
読
諭
す
る
こ
と
七
万
部
な

り
。

も
と
は
郁
芳
門
院
の
北
面
の
侍
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
載
せ
た
り

。

そ
の
人
の
住
み
け
る
地
に
て
仙
人
水
と
い
ふ
は
そ
の
人
の
阿
伽
の
水
を
汲

み
し
清
泉
の
遺
跡
な
る
べ
し
。

」
と
あ
る

。

こ
の
清
水
は
い
ま
俗
に
寸
小
町
井
戸
」
と
呼
ば
れ
て
早
越
の
折
に
も
湧
き
水
の
絶
え
た
こ
と
が
な
い。
そ
の
井
戸
一
帯
の

山
林
は
、
地
続
き
の

小
野
路
城
祉
と
と
も
に
当
山
の
所
有
地
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
東
京
都
が
「
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
し
て
管
轄
し
所
有
し
て
い
る

。

当
山
の
関
創
は
鎌
倉
時
代
元
徳
二
年
、
閉山
は
勅
誼
国
光
大
照
禅
師
減
宗
宗
興
大
和
尚
で
あ
る。
本
尊
は
薬
師
如
来
。

関
山
滅
宗
宗
興
大
和
尚
は
幼
に
し
て
尾
州
中
烏
郡
矢
合
村
に
あ
る
円
光
寺
で
薙
髪
、
大
昨
他
国
師
を
追
慕
し
て
建
長
寺
に
入
り
柏
庵
宗
意
(
神
奈

川
県
綾
瀬
市
吉
岡
に
あ
る
済
運
寺
の
開
祖
)
に
師
事
、
修
行
を
了
へ
て
郷
里
に
帰
り
妙
興
寺
の
創
建
に
着
手
し
た
の
ち
再
び
関
東
に
遊
び
八
禅
利

を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
当
寺
が
そ
の
う
ち
の
一
寺
で
あ
る
こ
と
は
当
山
関
山
塔
銘
に
も
刻
ま
れ
て
い
る

。

当
寺
は
滅
宗
宗
興
が
創
建
し
た
の

ち
破
壊
さ
れ
た
と
い
わ
れ
第
二
世
龍
山
和
尚
が
、
降
っ
て
第
十
世
北
祭
和
尚
が
そ
れ
ぞ
れ
中
興
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
卵
塔
の
銘
に
明
ら
か
で

あ
る
が
、
そ
の
年
代
や
事
由
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

中

世

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
当
寺
の
寺
院
経
済
、
布
教
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
時
代
が
戦
乱
期
で
大
き
く
揺
れ
て
い
た
の
で
全
く
不
明
で
あ
る

。

(二)

高
山
叩
日
川
ヰ
寸ιL

Jf
l
H
{
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徳
川
三
代
将
軍
家
光
公
の
慶
安
元
年
(
一
六
四
八
)
住
持
八
世
喜
由
主
座
元
代
以
来
代
々
将
軍
家
よ
り
御
朱
印
七
石
を
賜
わ
っ
て
い
る

。

寛
文
年

間
(
一
六
六
了
}
七
二
)
第
十
一
世
祥
翁
喜
和
尚
の
と
き
失
火
に
よ
り
焼
亡
、
古
記
録
を
失
し
た
こ
と
が
立
川
市
普
済
寺
所
蔵
の
古
過
去
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
林
述
粛
編
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
「
本
堂
八
間
半
に
六
問
、
南
向
き
、
本
尊
薬
師
知
来

は
木
の
坐
像
、
高
さ

一
尺
五
寸
ば
か
り
」
と
あ
る
が
今
は
焼
失
し
て
い
て
存
し
な
い。

同

明
治
時
代

明
治
二
年
二
八
六
九
)
神
仏
混
滑
分
割
に
際
し
、
当
所
小
{
子
馬
場
に
あ
っ
た
真
言
宗
清
浄
院
が
廃
寺
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
檀
徒
の
う
ち
四

十
四
戸
が
当
寺
に
入
檀
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
四
年
(
一
八
七
こ
に
は
本
堂
が
「
小
野
郷
学
」
の
教
場
と
な
り
村
民
お
よ
び
近
郷
住
民

の
教
育
機
関
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。



同

大
正
時
代

大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
一
)九
月
一
日
関
東
大
地
震
の
と
き
に
は
本
堂

が
傾
き
鐘
楼

土
蔵
な
ど
が
倒
壊
し
て
い
る
。

国

昭
和
時
代

昭
和
初
期
に
は
本
堂
を
修
養
道
場
と
し
て
郷
土
の
青
年
子
女
の
一
夜
講
習
の
た
め
に
開
放
し
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
に
は
天
明
五
年
の
銘
の

あ
る
党
錘
が
太
平
洋
戦
争
遂
行
の
た
め
に
供
出
さ
せ
ら
れ
て
今
は
な
い
。
間
二
十
年
二
九
四
五
)
五
月
二
十
五
日
夜
半
に
、
米
国
爆
撃
機
の

帝
都
空
襲
の
際
に
焼
夷
弾
多
数
を
投
下
さ
れ
て
山
門
土
蔵
を
除
き
、
本
堂
庫
裡
玄
関
物
置
お
よ
び
什
物
書
籍
類
一
千
余
冊
を
す
べ
て
焼
失
し
た

。

焼
失
し
た
堂
宇
の
う
ち
本
堂
は
寛
文
年
間
以
降
の
再
建
に
よ
る
も
の
で
建
坪
六

=
一坪
余
、
木
造
茅
甘
口
、
庫
偲
は
建
坪
八
二
坪
余
、
木
造
茅
葺
、

そ
の
大
黒
柱
は
棒
の
角
材
で
ひ
と
抱
え
に
は
で
き
な
い
太
さ
が
あ
っ
た

。

玄
関
は
建
坪
六
坪
、
亜
鉛
板
葺
で
あ
っ
た
が
何
れ
も
建
立
の
年
代
が

詳
ら
か
で
な
い

。

た
ま
た
ま
当
夜
本
堂
に
は
集
団
疎
開
に
よ
る
東
京
都
品
川
区
鈴
ヶ
森
国
民
学
校
児
童
職
員
寮
母
ら
約
五
十
名
が
、
こ
こ
を
「
学
寮
し
と
し
て

使
用
し
起
居
し
て
い
た
が
被
災
と
同
時
に
全
員
無
事
に
岩
子
山
干
手
院
に
避
難
し
て
い
る
。

同
二
十
四
年
十
二
月
十
日
、
先
住
昌
道
和
尚
が
寺

族
お
よ
び
直
信
徒
の
伊
財
を
基
金
と
し
て
仮
本
堂
(
建
坪
十
四
坪
、
木
造
亜
鉛
板
葺
)
を
建
立

。
の
ち
当
市
小
山
町
宝
泉
寺
に
柁
る
同
寺
末
正

源
寺
の
本
尊
薬
師
如
来
、
脇
侍
日
光
、
月
光
両
菩
薩
、

十
二
神
将
を
勧
請
し
安
置
し
て
い
る
。
同
二
十
五
年
=

一月
二
-日
官
有
地
で
あ
っ
た
境
内

地
八
一
二
坪
ほ
ど
が
大
蔵
省
よ
り
無
償
譲
与
と
な
る

。

同
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
、
宗
教
法
人
寸
市
内
松
寺
規
則
」
が
認
証
さ
れ
る
。

同
二
十

九
年
二
九
五
四
)
先
住
昌
道
和
尚
、
仮
客
殿
を
建
立
す
る

。
向
三
十
八
年
二
九
六

三
)
十
二
月
現
住
持
、
私
財
を
寄
進
し
て
庫
裡
を
再
建
、

翌
年
四
月
落
慶
法
要
を
嘗
む

。

同
四
十
二
年
七
月
浴
室
増
改
築
、
翌
四
十
三
年
六
月
井
戸
修
理
お
よ
び

排
水
構
改
修
、
つ
い
で
同
年
八
月
、
境

内
前
庭
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
施
し
砂
利
を
敷
き
込
む
。

同
凹
十
四
年
二
月
、

山
門
展
根
改
修
、
つ
い
で
倉
庫
を
改
修
し
車
庫
を
併
築
、
同

五
十
二
年
ご
九
七
七
)
四
月
、
当
所
字
平
久
保
、
萩
久
保
両
地
区
の
植
徒
十
七
戸
、
団
地
造
成
工
事
の
必
要
か
ら
、
そ
の
墓
地
移
転
が
き
ま

り
檀
徒
の
遺
骨
安
置
の
た
め
に
納
骨
堂
を
仮
本
堂
西
寄
り
に
仮
設
す
る

。

同
五
十

三
一年
九
月
、
寺
有
地
の
一
部
が
東
京
都
よ
り
寸
自
然
環
境
保

全
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
そ
の
地
域
内
に
あ
る
寺
有

山
林
一
反
三
一
畝
歩
ほ
ど
を
東
京
都
へ
売
却
。

本
堂
客
殿
の
再
建
資
金
に
充

4 -

て
る
。

同
五
十
四
年
九
月
三
目
、
横
浜
市
港
北
区
日
吉
町
七
i

六
1
六
、
株
式
会
社
天
野
工
務
店
と
の
聞
に
本
堂
建
築
契
約
を
結
び
建
立
工
事

に
着
手
。

周
年
十
二
月
一
目
、

東
京
都
よ
り
募
金
許
可
を
得
て
値
信
徒
を
対
象
に
仏
像
仏
具
荘
厳
購
入
募
金
を
始
め
る

。
同
五
十
五
年
(
一
九

八
O
)
七
月
二
十
四
日

、
天
野
工
務
店
と
の
聞
に
客
殿
建
築
契
約
を
結
び
工
事
に
着
工

。

周
年
八
月
四
日
本
堂
土
棟
式
厳
修、
同
年
九
月、
物

置
一
棟
解
体

、

そ
の
跡
地
に
仮
安
置
所
お
よ
び
倉
庫一棟
(
仮
設

)
を
建
て
本
尊
薬
師
如
来
お
よ
び
仏
具
を
移
動
す
る
。
同
年
十
月
、
仮
本
堂

お
よ
び
仮
客
殿
を
解
体
撤
去
す
る
。

同
五
十
六
年

(
一
九
八
二
二

月
九
日
不
動
堂
字
の
建
立
に
若
手
、
同
月
十
五
日
、
客
殿
上
陳
式
厳
修
、

つ
い
で
境
内
造
園
整
備
工
事
を
始
め
る
。
(
第
一
期
)
同
年
五
月
十
九
日
不
動
堂
宇
完
成
す
る
。
露
坐
の
不
動
尊
像
一
体
を
遷
座
奉
安
し
供
養

す
る
。

同
年
七
月
末
日

、

仏
像
仏
具
荘
厳
購
入
募
金
終
了。
同
年
八
月
二
十
日
、
本
堂
並
に
客
殿
が
竣
工
す
る。
同
年
十
二
月
境
内
造
園
整
備

工
事
再
び
始
ま
る
。
(
第
二
期
)
同
五
十
七
年

二
九
八
二
)
五
月

境
内
造
園
整
備
工
事
す
べ
て
終
了。
つ
い
で
境
内
に
灯
箆
一
対
、
門
標
、

記
念
碑
な
ど
を
建
て
る
。
同
年
十

一
月

三
日
、
関
山
六
百
遠
年
議
小
斉
会
お
よ
び
本
堂
客
殿
落
慶
略
法
会
を
厳
修
す
る
。

、

山

号

当
山
の
山
号
は
い
ま

野
山

で
あ
る
が
、
ふ
る
く
は

「
東
光
山
」
と
号
し
て
い
た
こ
と
は

J
冗
和
辰
二
年
九
月
建
長
寺
末
寺
帳
之
写
」
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光
山
L

に
「
東
光
山
首
円
松
寺
L

と
あ
り
、
ま
た
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
八
月
、
当
山
十
二
世
悦
堂
和
尚
が
普
済
寺
北
堂
和
尚
宛
に
記
し
た
文
書
に
も
「
東

と
あ
る
が
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
)
刊
可
新
編
武
蔵
風
土
記
梢
」

Lま

「
小
野
山

と
号
す
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
く
と
も

十
七
世
紀
ご
ろ
ま
で
は
東
光
山
の
山
号
が
用
い

ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

、

現

況

現
在
、
境
内
地
八
一
二
坪
、

本
堂
五
十
八
坪
、
木
造
銅
板
葺
、
客
殿
四
十
一
坪
、
木
造
瓦
葺
、

庫
裡
四
十
五
坪
、
木
造
瓦
甘
口
、山
門
一
坪

、

土
蔵
十
四
坪
、
倉
庫
八
坪

、

老
権
(
町
田
市
指
定
銘
木
、
樹
高
十
九
米
余

、

幹
周
三
一
米
余
)

四

古
記
録
類

-

武
州
多
摩
郡
小
野
路
村
小
野山
高
松
寺
略
縁
起
一
冊

(寛
延
元
年
仲
冬

一
冊

十
五
世
天
外
碩
源
和
尚
筆
録

-

水
帳
畑
方
書
抜
帳
(
文化
四
卯
年
十
一
月
)



-

小
野
山
市
内
松
寺
明
細
取
調
書
一
間

・

高
松
寺
所
有
地
及
付
属
管
理
地
明
細
取
調
書

・

御
朱
印
状
写
九
通
(
御
朱
印
箱
付
)

な
お
古
文
書
と
し
て
は
十

二
世
悦
堂
、
十
六
世
鶴
林
、
十
七
世
弘
道
、
二
十
世
順
崇
各
和
尚
署
名
の
あ
る
も
の
計
七
通
、
他
に
市
内
松
寺
名
の

も
の
一
通

、

隣
寺
法
類
名
を
併
記
し
た
も
の
二
通
が
本
寺
普
済
寺
に
伝
存
す
る

。

(明
治
二
十
五
年
十

一
月

一
冊
(
明
治
三
十
三
年
八
月
調

二
十
二
世
昌
道
碩
隆
和
尚

二
十
二
世
昌
道
碩
隆
和
尚

筆筆
録録

五
、

鎮
守
・
石
矯
・
石
仏
群

当
山
鎮
守
と
し
て
境
内
地
の
東
方
に
北
野
天
満
天
神
、
西
方
に
弁
才
尊
天

、

南
方
に
白
山
大
権
現
、
北
方
に
稲
荷
大
明
神
を
杷
つ
で
あ
る
が

由
縁
は
未
詳
。

な
お
境
内

、

参
道
お
よ
び
墓
岐
に
、
石
仏
十
八
基

、

墓
塔
十
基
、
供
養
塔
五
基
お
よ
び
板
碑

二
基
が
伝
存
す
る
。

開
山
塔
銘

6 

師
姓
源
嵯
峨
帝
之
皇
子
河
原
院
後
胤
尾
州
中
島
城
主
中
島
蔵
人
男
入
固
光
寺
薙
髪
依
相
州
済
運
柏
庵
和
尚
受
業
嗣
法
建
長
大
臆
図
師
蹄
尾
陽

創
妙
興
再
遊
関
東
建
八
極
利
笛
山
其
一
数
也
再
続
尾
陽
永
徳

二
壬
成
年
七
月
十

一
日
湛
然
示
寂
春
秋
七
十
二
勅
認
国
光
大
照
禅
師
港
臼
天
端
也

愛
天
明
改
一
元
辛
丑
正
当
師
之
四
百
速
忌
奔
請
尾
陽
塔
下
堅
土
塔
子
市
内
松
乾
隅
之
峯
失

鶴
林
碩
巣
謹
誌

七
、
蔦
松
寺
賛
鐘
銘

抄
録

大
日
本
図
関
東
路
武
蔵
州
多
摩
郡
小
野
路
邸
小
野
山
高
松
神
寺
者
伝
言
等
公
仙
去
遺
跡
薬
師
出
現
盛
場
也
勅
話
国
光
大
照
禅
師
東
関
遊
歴
之

日
出
荷
光
子
此
慕
道
之
総
素
鼎
新
線
若
稀
閉
山
始
祖
失
星
霜
代
謝
天
明
元
年
半
丑
七
月
十
一
実
伏
値
四
百
遠
年
之
忌
辰
預
計
自
他
償
門
欲
鋳
鯨
鐘

不
園
遇
凶
歳
以
故
延
在

今
乙
己
冬
遂
鋳
一
口
以

上
酬
慈
恩
云

云

維
時
天
明
五
龍
次
乙
己
黄
鐙
念
一
爽

中
峯
二
十
世
法
孫

現
住
益
山

鶴
林
碩
巣
謹
誌

武
州
多
摩
郡
小
野
路
村
小
野
山
寓
松
寺
略
縁
起

そ
れ
当
寺
本
尊
薬
師
取
璃
光
如
来
の
由
来
を
尋
ぬ
る
に
、
そ
の
昔
一
人
の
仙
人
、
虚
空
よ
り
飛
ぴ
来
り
、
山
の
峰
に
霊
水
を
湧
出
せ
し
め
、
そ

の
辺
に
住
居
す
。
時
の
人
さ
ら
に
知
ら
す
。
あ
る
時
、
里
人
彼
の
仙
人
を
見
て
恐
れ
て
近
づ
く
こ
と
を
得
ず
。
彼
の
仙
里
人
を
呼
ぴ
近
つ
い
て
語
っ

て
い
は
く
、
こ
の
水
は
こ
れ
人
間
最
上
の
薬
王
水
な
り
。

一
切
の
病
は

、

こ
の
霊
水
を
呑
む
と
き
は
諸
病
悉
く
命
え
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

七
々

四
十
九
日
ま
で
呑
み
て

命
え
ざ
る
は
、
こ
れ
即
ち
定
業
の
病
な
り
と

。

知
る
べ
し
外
病
は
癒
病
諸
磨
限
耳
病
な
ど
は
或
ひ
は
洗
ひ
、
或
ひ
は
呑
み

信
心
堅
固
な
る
時
は
病
苦
悉
く
除
き
て
身
心
安
楽
を
得
べ
し
と
速
か
に
語
り
給
ふ
。

聖
人
事
を
開
き
て
近
里
の
病
者
に
諮
る

。

病
者
即
ち
教
へ
に

隠
っ
て
或
ひ
は
呑
み
或
ひ
は
洗
ひ
て
病
苦
悉
く
除
く
。

諸
人
不
思
議
の
思
ひ
を
な
す
所
に
彼
の
仙
人

、

何
時
と
な
く
失
せ
給
ひ
て
た
だ
一
箇
の
薬

師
如
来
の
尊
像
あ
り
。

里
人
堂
を
建
立
し
そ

の
内
に
安
置
し
奉
る
。
水
は
こ
れ

仙
人
の
加
持
し
出
だ
せ
る
水
ゆ
主
に
仙
水
と
名
づ
け
た
り
。
説
に

天
笠
の
無
熱
地
を
表
は
す
と
云
ふ
。
中
ご
ろ
人
自
主
五
十
代
桓
武
天
皇の
御
宇
延
暦
九
年
庚
辰
歳
夷
国
よ
り
悪
鬼
ど
も
来
り
て
、
こ
の

山
を
奪
取
し

て
近
里
を
悩
ま
す
処
に
田
村
将
軍
、
延
暦
一
一十
年
辛
己
歳
九
月

八
日
の
夜
中
に
悪
鬼
ど
も
を
追
ひ
払
ひ
再
び
こ
の
山
を
取
り
返

し
、
東
夷
は
武
蔵

野
に
引
き
退
き
こ
の
山
に
将
軍
と
御
前
と
三
度
逢
ひ
給
ふ。
殊
に
こ
の
所
に
て
論
旨
頂
戴
あ
り

。
な

ほ
ま
た
御
前
を
ば
留
め
置
き
奥
州
ま
で
攻
め

下
り
、
東
夷
悉
く
追
討
し
立
ち
帰
り
給
ひ

、

こ
の
山
に
て
大
利
を
得
る
。

殊
に
給
旨
頂
戴
の
地
な
る
ゆ
ゑ

、

御
前
の
願
に
て
東
方
守
護
天
下
安
全

の
た
め
直
ち
に
伽
藍
建

立
し
給
ふ
。
将
軍
な
ら
び
に
御
前
深
く
薬
師
如
来
を
信
仰
し
給
ひ
、
平
等
上
人
を
住
ま

し
め
、
夷
国
よ
り
氷
く
悪
鬼
の
襲

ひ
来
る
こ
と
な
か
ら
し
め
む
が
た
め
御
祈
祷
こ
れ
あ
り
。

そ
の
後
小
野
小
町
、
悪
病
を
請
け
、
朝
下
を
退
き
京
近
き
霊
仏
霊
社
に
詣
り
て
祈
れ
ど

も
病
苦
印
な
き
ゆ
車
、
乙
の
山
の
霊
仏
仙
水
の
徳
を
聞
き
て
東
国
に
下
り
、
乙
の
山
に
三
七
日
箆
れ
ど
も
病
苦
さ
ら
に
印
な
き
ゆ
ゑ
夜
明
け
な
ば

立
ち
出
で
む
と
思
ひ
て
薬
師
如
来
へ
蝦
乞
ふ
の
歌
あ
り

。

南
無
薬
師
諸
病
悉
除
ノ
願
立
テ
身
ヨ
リ
俳
ノ
名
コ
ソ
惜
シ
ケ
レ

と
詠
み
、
少
し
真
眠
り
給
ふ
と
き
夢
幻
の
如
く
に
て
薬
師
如
来
の
返
歌
あ
り
。

時
雨
ハ
只
一
時
ノ
者
ゾ
カ
シ
小
町
ガ
ミ
ノ
カ
サ
ソ
コ
ニ
ヌ
キ
置
ケ

小
町

、

夢
醒
め
て
後
我
が
身
を
見
給
へ
ば
悪
痘
少
し
く命
ゆ

。
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小
町
い
よ
い
よ
信
心
堅
聞
に
し
て
誓
願
を
什
て
千
日
箆
居
し
仙
水
を
呑
み
或
ひ
は
洗
ひ
給
へ
ば
悪
情
悉
く
平
感
す
そ
の
後
こ
の
山
の
絡
に
山

賎
と
伴
ひ
一
一
一人「
患
を
儲
け
給
ふ

。
そ
れ
よ

り
こ
の
か
た
文
里
と
は
り
小

時
打
小
町
付と
日
す
-
い
つ
の
明
よ
り
か
小

時
打
路
付と
い
〉
そ
の
後
人

王
八
十
二
代
御
鳥
羽
院
の
御
宇
山
崎久
一
一
-
年
壬
子
歳
、
征
夷
大
将
軍
源
頼
朝
公
、
こ
の
山
の
霊
地
仙
水
の
徳
を
聞
き
給
ひ
て
、
山
の
峰
に
域
を
築
く
。

即
ち
工
藤
左
衛
門
祐
終
に
賜
は
り
寺
を
ば
外
山

へ
移
す
本
開
薬
師
如
来

は
歪
仏
と
て
御
前
鎌
台
へ

向

ひ
泰
り
ん
寸
ワ
本尊
と
深
く
信
仰
あ
ワ

即
ち

一
寺
を
建
立
し
仙
水
寺
と
名
づ
け
給
ふ

年
久
し
く
し
て
小
野
路
峨
も
減
し
鎌
企
の
仙
水
+
Fも
跡
与
く
本
尊
薬
師
知
来
の
み
山
川
り
給
L

愛
に
大
師
他
国
師
の
御
弟
「
に
減
宗
和
尚
と
い
小

人
あ
り
。
姓
は
嵯
峨
天
皇
第
十
二
皇
子
河
原
院
の
後
胤
、
尾
州
中
島
城
主
中
島
蔵
人
の
長
男
伝
り
。
国
光
大
照
樽
師
と
勅
話
し
て
詩
は
{
一
不
興
と
号
す
。

そ
の
後
人
皇
九
イ
五
代
後
醍
醐
天
主
の
御
字
、
元
徳
一
一
年
庚
午
歳
、
大
照
純
師
向
寺
を
再
建
し
鎌
合
に
あ
る
薬
師
如
来
の
尊
像
も
再
ひ
取
り
返
し

て
安
置
し
給
ひ
寺
を
ぱ
東
光
山
市
内
訟
寺
と
名
づ
け
給
ふ

。

そ

の
後
当
寺
は
付
開
闘
の
寺
な
る
に
よ

り
て
小
野
山
と
号
す
。

本
尊
薬
師
如
来
→
向
び
当

寺
に
返
し
安
置
し
挙
る
こ
と
今
年
ま
で
阿
百
一
一
一
|
四
年
に
な
る
。
今
に
至
る
ま
で
霊
現
奇
特
そ
の
数
を
知
ら
す
殊
に
仙
水
の
笠
池
、
今
に
盃
り

て
城
山
の
峰
に
あ
り
。
一
白
日
の
与
に
も
こ
の
池
乾
く
こ
と
与
し
。

城
山
を
天
瑞
と

い
ふ
。
乙

れ
即
ち
関
山
の
塔
所
な
り
。

塔
を
天
瑞
塔
と
号
す

。
今
峰
の
大
総
乙
れ
な
り
俗
に
仙
瑞
と
五
ふ
は
山
政
り
な
る
か

‘

元
来
仙
人
の
住
所
信
る
に
依
り
て
然
る
べ
き
か
。
こ
の
意
後
間
字
削眠
を
着
け
よ
。

関
山
勅
誼
国
光
大
照
櫛
師
減
宗
宗
興
大
和
尚
の
一
不
寂
は
人
王

一
百
代
後
固
融
院
の
御
宇
永
徳
二
年
壬
成
歳
七
月
十
一
日
今
日
ま
で
口
口
=
百

八
十
三
年
と
な
る
。
大
問
問
料
師
当
寺
建
立
の
後
破
峻
す
。
時
に
能山和
尚
中
興

す
。
今
に
至
り
て
飽
山
和
尚
の
持
名
な
ら
び
に
年
号
九
片
知
り
掛
川
し

後
学
意
を
若
け
て
可
な
り
。

十
口
此
の
記
東
山
前
堂
、
大
小
間
越
の
円
一
矧
翁
を
近
く
に
呼
ひ
て
当
時
の
住
市
を
問
答
す
。
或
ひ
は
古
舎
に
対
し
て
、
そ
の
大
抵
を
仰
ぷ
然
り

と
い
へ
と
も
そ
の
害
甚
だ
仮
名
文
字
を
加
ふ
。
愛
に
延
享
三
龍
集
丙
寅
孟
正
、
予

相
陽
に

お
い
て
閉
山
大
照
締
師
の
年
号
月
U

な
り
ぴ
に
俗
姓
聞

く
こ
と
を
得
た
る
ゆ
魚
、
こ

れ
を
改
め
待
き
て
も
っ
て
永
く
後
世
に
残
す
も
の
な
り

。

H店
時
寛
延
改
元
龍
集
成
辰
天
仲
冬
吉
祥
日

小
野
間
叫
頂
現
住
源
天
外
受
焼
香
二
月
欽
書

(
こ
の
前
向
松
寺
略
縁
程
は

一
ー
じ
内八
年
当
山
第
十
五
位
天
外
照
源
相
尚
が
事
録

し
た
も
の
で
現
存
す
る
】

軍
事
円が
原
文
を
訓
読
し
て
旧
仮
名
文

で
記
し
た
。
)

世
十
一 十九八七六五四三 二 関
1!t世世世世世世世世 Il!山代

十十寸十
五四 =二
世世世世

十

世

十十二十十十
二一十九八七
世世世世世世

道

H
U

勅
話
国
光
大
照
締
師

飽
山
興
如
尚

世
一
時
翁
浄
和
尚

香
林
話
相
尚

鎌
心
印
和
尚

賀
参
貞
和
尚

賀
山
百
定
和
尚

喜
安
悦
和
尚

源
受
因
和
尚

北
栄
戸
時
和
尚

刊
什
公
明
官
官
白

h
M品
川

悦
室
長
和
尚

東
山
口
和
尚

市
内渓
源
相
尚

天
外
碩
源
和
尚

鶴
林
碩
巣
和
尚

弘
道
碩
徳
和
尚

衡
州
磁
阿
和
尚

泉
厳
阪
商
+
和
尚

順
崇
碩
温
和
尚

陽
道
碩
相
和
尚

昌
道
碩
隆
和
尚

二
六
九
二

年
)
東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
福
泉
寺
五
世
と
推
定
す
る
。

叫
口
済
寺
古
過
去
帳
に
依
る
。

年
号
不
明
(
欠
慣
の
た
め
)
。

二
六
六
一
年
)
中
興
和
尚
、
並
百
済
守
古
過
去
践
に
依
る
。

二
六
九

五
年
)
こ
の
和
尚
代
、
党
文
年
間
失
火
に
よ
り
焼
亡
古
記
録
を

失
す
。

(
一
六
ヒ
九
年
以
降
)
全
古

。

(
一
仁
一
五
年
)
普
済
寺
古
過
去
帳
に
は
寸
東
山
演
公
座
元
」
と
あ
り
。

こ

じ
凶
六
年
)
全
右
。

二
七
六

四
)
七
十
六

。
当

山
石
塔
銘
に
依
る
。

庭
福
寺
七
世
。

直
筆
「
小
野
山
市
円
松
寺
略
縁
起
」
が
伝
存
す
る

3

二
七
九
二

年
)
六
十
竺
。
当
山
石
塔
銘
に
依
る

。

開
山
港
造
立
。

対
錯
、

殿
鐙
を
鋳
造

。

文
化
十

一4

年
四
月
間
ハ

ニ
八
二
ハ

年

)
蛇
日済
寺
過
去
帳
に
依
る

文
政
九
年
六
月
廿
九
日
(
一
八
二
六
年
)
昭
島
市
康
福
寺
過
去
帳
に
依
る

3

天
保
九
年
間
刀
一
日
二
八
二
一
八
年
)
町
問
市
小
野
路
町
小
，
品
資
料
館
資
料
に
依
る
。

明
治
五
年
=
-月
廿
三
日

二
八

七
二
年
)
当
山
石
培
銘
に
依
る

。

明
治
U

九
年
一
ア月
u

八
日

二
八
九
六

年
)
四
十
八
。
全
右
。

昭
和
三
十
四
年
十

二
月
十
五
日
(
一
九
五
九
年
)
八
十
二

。

仮
本
堂
、

世
代
略
記

示
寂
年
月
日

永
徳
二
年
七
月
十

一
日

不
詳
不
詳
不
詳
寛
文
凶
年
四
月
十
四
日

不
詳
不
詳

一π
禄
五
年
九
月
九
u

口
口
口
口
十
一
凡
五
日

寛
文
一
光
年
十
月
一
日

元
緑
八
年
十
一
月
一
十
日

延
宝
七
年
八
月
以
降

正
徳
五
年
七
月
十
七
日

延
字
=
年
五
月

一
円

明
和
元
年
十

二
月
廿
六
日

寛
政
凶
年
八
月
甘
九
日

8 

備

，号

j\、

減
宗
宗
興
大
和
尚
。

七
十
二
一
。

中
興
和
尚
立
川
市
普
済
寺
占
過
去
帳
に
依
る

。

二
六
六
四
年
)
国
立
市
南
養
寺
十
四
世
鍛

心
紹
印
和
尚
と
推
定
す
る
。
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仮
客
殿
を
建
立

。



附
記当

山
間
山
粉
越
国
光
大
昭
司
師
し
ハ
z
H
遠
年
議
に
あ
に
3
1

史
を
調
べ
路
縁
起
を
忠
則
し
ま
し
た

J
の
て
そ
の
概
要
の
み
を
記
し
ま
し
た

間
山
僚
に
っ
て
つ

紗
興
寺
UL.' 
」

に
詳
し

拙
山
ヮ
閉
山
様
六
日
法
年
持
乃

f
一
め
に

十
山
山
川
御
事
端
ゎ
折
山
り
制
問
同
J
h
i

-

-

げ
軌
川
に
-
て
j
f
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